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研究成果概要 

 2019年より、Super-Kamiokande (以下、SK)は5番目のフェーズに突入した(SK-V)。ニュートリ

ノの研究には、検出器の応答を正しく理解し、シミュレーションを確立することが急務である。

図１にSK-IV から SK-Vにかけての宇宙線ミューオンを使って測定した水の透過率を示す。SK-IV

のスタート直後はタンクに給水後に循環を行ったため、水質が安定するまで時間がかかったが、S

K-Vでは給水と循環を同時に行うように純水装置を改良したため、SK-IVの後期の水質にいち早く

追いつくことができた。図２は生産時期別のPMTのゲイン変化を示している。SK-IVでは時間とと

もにゲインが増加し、かつばらつきが大きくなっていったが、SK-VではHVの値を調節し直してSK

-IV初期のゲインに併せるようにした。これにより、ゲインのばらつきを押さえ、運動量分解能の

向上が期待できる。 

 これらのキャリブレーションの結果を取り入れた検出器シミュレーションを現在開発中であ

る。 

 
 



 

                                             

図１ 透過率の時間変化              図２ ゲインの時間変化      
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